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堀 越 美 里 さん
( 船引町 )

三 浦 成 実 さん
( 常葉町 )

郡 司 宗 治 さん
( 滝根町 )

佐 久 間 瞳 さん
( 船引町 )

石 井 崇 広 さん
( 常葉町 )

吉 田 千 歩 さん
( 常葉町 )

橋 本 麻 美 さん
( 船引町 )

佐 久 間 拓 巳 さん
( 大越町 )

渡 邉 拓 也 さん ( 船引町 ) 写真右
千 葉 由 雄 さん ( 船引町 ) 写真左

佐 久 間 祐 也 さん
( 大越町 )

渡 辺 真 凛 さん
( 船引町 )

国 分 美 樹 さん
( 都路町 )

栁 沼 奨 稀 さん
( 船引町 )

大 和 田 千 都 さん
( 滝根町 ) 新

成
人
525
人
が
晴
れ
の
門
出

決
意
と
感
謝
を
胸
に

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
夢
や
希
望
、

　
　
　
目
標
な
ど
を
つ
づ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
田
村
市
成
人
式
が
１
月
13
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
新
成
人
の
男
性
２
６
２
人
、
女
性
２
６
３
人
、
計

５
２
５
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
雪
が
な
く
、
少
し
肌
寒
い
程
度
の
陽
気
。

　

会
場
に
は
、
あ
で
や
か
な
振
り
袖
姿
や
和
服
姿
・
ス
ー

ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま
り
、
懐
か
し
い
仲
間

と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、

ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
た
り
す
る
光
景
も
見
ら
れ
、
会
場
は

熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
鬼
五
郎
幡
五
郎
和
太
鼓
保
存
会
の
勇
壮

な
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
新
た
な
門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
新
成
人
の
渡
辺
真
凛
さ
ん(

船
引
町)

の
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
斉
唱
、
式
辞
、
続
い
て
冨
塚
市

長
か
ら
成
人
証
書
と
記
念
品
が
各
地
区
の
代
表
者
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表
し
て
石
井
崇

広
さ
ん(

常
葉
町)

と
佐
久
間
瞳
さ
ん(

船
引
町)

が「
大

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
、
ふ

る
さ
と
田
村
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

社
会
的
責
任
が
増
す
大
人
へ
の
自
覚
を
胸
に
刻
み
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

成人証書を受け取る滝根地区代表の大和田千都さん

成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
へ

　
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
新
成
人
で
、
希
望
者
に

　
「
成
人
証
書
」を
発
行
し
ま
す
。

　
●
問
い
合
わ
せ　
教
育
部 

生
涯
学
習
課
(
68-

３
１
１
３


